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目次   

1．発展会計 初期設定 
 ①マスタ作成対象企業の登録と担当者の設定 
 ②企業マスタの作成 
 ③開始残高の登録 
 ④利用環境の整備 
 ⑤決算書マスタ登録  
 
2．マネーフォワードからのデータ出力 
 ・勘定科目・補助科目エクスポート 
 ・仕訳データエクスポート 
 ・合計残高試算表エクスポート 
 
３．発展会計への取込み 
 
 



－2－ 

   

初期設定については、画面キャプチャをご覧いただきながら設定ができる 

「マスタセットアップナビ(WEBサイト)」をご用意しております。 

当マニュアルでご案内する初期設定は、マスタセットアップナビより抜粋した概要となりますので、 

実際に操作される際は下記サイトよりマスタセットアップナビにご接続いただき、順序に沿ってご設定くださ

い。 

 

■マスタセットアップナビ 
https://www.bizup.co.jp/mastersetup/ 

 

また、初期設定及び他社ソフトからのデータコンバートにつきましては、ビズアップコンバート支援センター 

にご依頼いただくことも可能です。 
 

初期設定について 

1．発展会計 初期設定 

https://www.bizup.co.jp/mastersetup/
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新たに発展会計を導入する企業名と事務所担当者を登録します。 
その後、登録した企業と事務所担当者の紐づけを行います。 

①マスタ作成対象企業の登録と担当者の設定 

1．発展会計 初期設定 



－4－ 

   
新たに発展会計を導入する企業の財務マスタ等の設定を行います。 
②企業マスタの作成 その1 

1．発展会計 初期設定 
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新たに発展会計を導入する企業の財務マスタ等の設定を行います。 
②企業マスタの作成 その2 

1．発展会計 初期設定 
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各種開始残高の登録を行います。 
③開始残高の登録 

1．発展会計 初期設定 
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各種利用環境の整備を行います 
④利用環境の整備 

1．発展会計 初期設定 
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決算書マスタ登録を行います 
⑤決算書マスタ登録 

1．発展会計 初期設定 

導入時に行う初期設定は以上です。 
各stepの詳細はWEB上にて、実際の画面付きで公開しておりますので、 
そちらをご参照ください。 
 
マスタセットアップナビ 
https://www.bizup.co.jp/mastersetup/ 
 

https://www.bizup.co.jp/mastersetup/
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① 左側メニュー「各種設定」より「勘定科目」を選択します 
② 画面右上「エクスポート」より「Excel用」に設定しエクスポートボタンを押下し完了です 

勘定科目・補助科目エクスポート 
2．マネーフォワードからのデータ出力 
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① 左側メニュー「各種設定」より「他社ソフトデータの移行」を選択します 
② 画面内「弥生会計」を選択します 

仕訳データエクスポート 
2．マネーフォワードからのデータ出力 
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③ 「弥生会計へデータを移行する」内「エクスポート」を選択します 
 

仕訳データエクスポート 
2．マネーフォワードからのデータ出力 
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④ 書式を「弥生インポート形式」に設定し期間選択、補助科目があれば補助科目「全て」を選択します 
⑤ 「エクスポート」を押下し完了です 

仕訳データエクスポート 
2．マネーフォワードからのデータ出力 
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① 左側メニュー「会計帳簿」より「残高試算表」を選択します 
② 期間・補助科目表示・決算整理仕訳を含んでいることを確認します 
③ 画面右上「エクスポート」より「一括出力(PDF)」を表示・押下します。 
※移行するデータの初年度のみ「貸借対照表(CSV)」も必要となります 

合計残高試算表(CSV)エクスポート 
2．マネーフォワードからのデータ出力 
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④ 該当ファイルのダウンロードを押下しエクスポート完了です 
合計残高試算表(CSV)エクスポート 

2．マネーフォワードからのデータ出力 
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① 発展会計メニューF7-3データ連携＞「仕訳データ取込」メニューを開きます 
② データ形式にて「弥生会計」を選択します 
③ 内容に応じて選択します 
※期間指定：取込ファイルの内、任意の日付範囲の仕訳のみ取り込む場合にcheck+日付指定 
④ 取込むファイルを選択し、必要に応じてチェック→F８実行ボタンを押下し完了です 
⑤ エラーが表示される場合は、CSVデータもしくは発展会計設定を修正し、再度取込みを行います 

仕訳データ取込み 
3．発展会計への取込み 

② 

③ 

④ 
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